
第 13 回環境放射能除染研究発表会での発表者 各位 
 

研究発表へのお礼と次回発表のお願い 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
日頃より当学会の活動に対して格別のご支援をいただき心から感謝申し上げます。 
 
さて、去る 9 月上旬に開催された第 13 回環境放射能除染研究発表会では貴重なご発

表をいただき、誠にありがとうございます。今回は対面参加を主体として一部ハイブ

リッド形式で開催しましたが、参加登録者 263 名、会場参加 210 名と前回同様に多

くのご参加を頂き、成功裏に終えることができました。皆様方からの最新の知見の提

供により、学術分野の発展のみならず、社会への貢献につながる有意義な研究発表会

が開催できたと思います。 
 
次回第 14 回研究発表会は 2025 年 8 月 27 日（水）、28 日（木）に福島県福島市の「パ

ルセいいざか」（福島市飯坂温泉観光会館）で開催する予定です。ここは記念すべき第

1 回研究発表会を開催した地であり、初心に返るという意義付けを込めての開催地選

定としました。是非とも次回研究発表会での発表をご検討いただきますよう、お願い

申し上げます。 
 
なお遅くなりましたが、今回の研究発表会における口頭発表部門とポスター発表部門

の優秀発表賞について、この場をお借りして別添のとおりご報告いたします。皆様の

日頃の研鑽における調査研究の発表はどれも甲乙つけがたいものでありました。研究

発表をいただいた皆様に感謝と敬意を表するとともに、今後の研究のさらなる発展に

期待しております。 
 
最後に皆様の益々のご活躍とご健勝をお祈り申し上げるとともに、これからも本学会

に対するご支援をよろしくお願い致します。 
敬具 

令和 6 年 10 月吉日 
 

一般社団法人環境放射能とその除染・中間貯蔵 

および環境再生のための学会 

会 長  佐藤理夫 

理事長  大迫政浩 

第 13回研究発表会実行委員長  万福裕造 



（別添）第 13 回環境放射能除染研究発表会 優秀発表賞選考結果 
 
（優秀口頭発表賞） 

 
 
（優秀ポスター発表賞） 

 
※優秀口頭発表賞は各セッションの座長から表彰候補を推薦いただき、その中から評価が高い発

表を選定しました。なお、座長は自分の発表を推薦することはできません。一部のセッションは

座長が 2 名体制になっており、別の座長から推薦されて受賞に至る場合はあります。 
※優秀ポスター発表賞は大会プログラム編集とポスター発表会場の運営に関わる実行委員より表

彰候補を推薦いただき、その中から評価の高い発表を選定しました。 
※受賞された発表には、代表発表者宛てに賞状と副賞をお送りいたします。 
 

一般社団法人環境放射能とその除染・中間貯蔵及び環境再生のための学会 
第 13 回研究発表会実行委員会 

表彰委員会 

賞名
セッション名

発表番号
発表論文題目 発表者

最優秀
口頭発表賞

（1件）

除染技術と県外処分
S5-7

複数の減容化技術シナリオにおける処分
システムの安全性の検討

○三成 映理子(国立環境研究所),山田 一夫(国立環境研究所),遠藤 和人
(国立環境研究所)

計測・解析技術
S1-2

帰還困難区域等における屋外作業者の被
ばく線量評価

○斎須 要文(東京電力ホールディングス株式会社),安藤維彦(東京電力
ホールディングス株式会社),内山恵三(東京電力ホールディングス株式
会社),上野敏弘(東京電力ホールディングス株式会社),瀧澤孝一(東京電
力ホールディングス株式会社),遠藤裕司(東京電力ホールディングス株
式会社),高木毬衣(日本原子力研究開発機構),阿部智久(日本原子力研究
開発機構),舟木泰智(日本原子力研究開発機構),吉村和也(日本原子力研
究開発機構),眞田幸尚(日本原子力研究開発機構)

復興・地域活性化と環
境再生・復旧

S3-6

仮想的な原子力災害に起因する除去土壌
の最終処分の社会的受容性の国際比較：
３カ国におけるオンラインアンケートの
自由記述回答分析

○武田 理熙(北海道大学),高田 モモ(産業技術総合研究所),村上 道夫(大
阪大学 CiDER),大沼 進(北海道大学),白井 浩介(産業技術総合研究所),
柴田 侑秀(北海道大学),Thierry SCHNEIDER(CEPN),保高 徹生(産業技
術総合研究所)

除染技術と県外処分
S5-3

フェロシアン化銅の二段階化学共沈法に
よる最大減容化に向けた検討

○田中 悠平(国立環境研究所　福島地域協働研究拠点),山田 一夫(国立
環境研究所　福島地域協働研究拠点),遠藤 和人(国立環境研究所　福島
地域協働研究拠点)

減容化技術とその他
S6-7

木質バイオマスのガス化特性に対する原
料種の影響

○倉持 秀敏(国立環境研究所),大村 成ニ(国立環境研究所),小林 拓朗(国
立環境研究所),小井土 賢二(森林総合研究所)

優秀口頭発表賞
（4件）

賞名 発表番号 発表題目 発表者
最優秀

ポスター発表賞
（1件）

P1-10
2023国際高校生放射線防護ワークショッ
プ－福島県内外の高校生の除去土壌につ
いての学び－

○原 尚志(福島県立安積高等学校),遠藤美佑(福島県立安積高等学校),渡
部陽奈子(福島県立安積高等学校)

P1-14
放射性セシウムの最終処分材料化に向け
た漂着軽石の利活用法の提案

○小坂 丈翔(福島県立福島高校),新保 恵太(福島県立福島高校),東海林
航太(福島県立福島高校),阿部 のどか(福島県立福島高校),遠藤涼馬(福
島県立福島高校),大橋弘範(福島大理工),小針淳(福島県立福島高校)

P2-01
除去土壌等の最終処分の社会受容性への
影響因子：高レベル放射性廃棄物と産業
廃棄物との比較

○高田 モモ(産業技術総合研究所),保高 徹生(産業技術総合研究所),鈴
木薫(産業技術総合研究所)

P2-08
切株が萌芽枝葉の放射性セシウム濃度に
影響を与える可能性について

○井上 美那(国土防災技術株式会社),氏家 亨(国土防災技術株式会社),
山村 充(国土防災技術株式会社),荻原 有二(国土防災技術株式会社),小
林 亮平(国土防災技術株式会社),赤間 亮夫(国土防災技術株式会社)

P2-13

福島第一原子力発電所事故によるコンク
リートの汚染履歴を考慮したモルタル試
料における137Cs と90Sr の汚染水浄化に
伴う脱着特性の検討

○小林 遥(北海道大学 廃棄物処分工学研究室),山田 一夫(国立環境研究
所),東條 安匡(北海道大学 廃棄物処分工学研究室)

優秀
ポスター発表賞

（4件）


